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今
年
の
春
は
早
く
巡
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
昨
年
の
豪
雪
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
雪
解
け
も

急
速
に
進
み
、
桜
の
開
花
も
こ
れ
ま
で
最
も
早
か
っ

た
一
昨
年
に
並
ぶ
記
録
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
訪

れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
も

収
ま
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
感
染
者
約

三
千
六
百
万
人
、
死
者
約
七
千
五
百
人
を
数
え
、
三

年
間
も
の
間
、
行
動
自
粛
を
強
い
ら
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
五
月
八
日
か
ら
は
感
染
法
上
の
五
類
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
行
政
が
行
動
制
限
を
発
出

す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
マ
ス
ク
規
制
等
も
義

務
で
は
な
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

去
る
三
月
二
十
八
日
、
予
算
所
会
を
開
催
し
、
事

業
案
、
予
算
案
と
も
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
か
ら
宗
務
庁
や
東
北
管
区
の
事
業
も
感

染
流
行
前
の
内
容
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
秋
田
県
宗
務
所
に
お
い
て
も
全
て
の
事
業
を
通

常
の
姿
で
再
開
し
た
い
と
考
え
、
各
案
を
上
程
い
た

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
現
職
研
修
に
関
し
て
は
会
場

事
業
再
開

秋
田
県
宗
務
所
　
所
長
　
袴
　
田
　
俊
　
英

を
宗
務
所
と
し
、
昨
年
同
様
の
リ
モ
ー
ト
併
用
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
所
費
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
事
業

が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
一
点

七
十
円
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
昨
年
の
予
算
所
会
で
、
斎
藤
前
所
長
が
説
明
さ

れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
特
例
で
あ
り
一
年

限
定
と
す
る
も
の
で
し
た
。
本
年
は
一
点
八
十
円
に

戻
し
て
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
今
後
の
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
起
こ
る
檀
家
数
の
減
少
を
考

慮
す
れ
ば
、
引
き
下
げ
た
ま
ま
の
所
費
で
各
事
業
を

運
営
す
べ
き
こ
と
が
最
良
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
が
引
き
起
こ
し
た

諸
物
価
の
高
騰
が
ど
の
く
ら
い
影
響
す
る
の
か
を
、

今
年
度
一
年
間
の
事
業
運
営
を
通
し
て
見
極
め
た
い

と
の
考
え
に
よ
る
引
き
上
げ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

所
の
通
常
経
費
を
抑
え
る
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
事

業
の
内
容
は
充
実
し
た
も
の
に
す
べ
く
鋭
意
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
各
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
今

号
末
尾
の
事
業
予
定
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

六
月
二
十
一
日
は
当
県
に
お
い
て
「
大
本
山
總
持

寺
開
山
太
祖
瑩
山
紹
瑾
禅
師
七
百
回
大
遠
忌
予
修
法

要
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
「
宗
門
護
持
会

東
北
管
区
集
会
」
が
行
わ
れ
る
た
め
、
出
席
者
は
東

北
管
区
各
県
の
所
長
・
教
区
長
・
教
区
護
持
会
長
に

限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
宗
務
所
と
し
て
十
一
月

十
七
日
「
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
集
会
」
に
お
い
て
予
修

法
要
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
改
め

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
管
内
寺
院
様
・
御
寺
族

様
・
檀
信
徒
様
の
多
数
の
ご
参
列
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

事
業
が
再
開
さ
れ
て
い
く
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、
三
年
の
ブ
ラ
ン
ク
の
大
き
さ
で
す
。
寄
る
年
波

の
せ
い
か
。
こ
れ
ま
で
事
業
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
た
か
し
っ
か
り
と
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
変
革
す
る
に
は
好
機

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
変
え
て
は
い
け
な
い
と
こ

ろ
は
残
し
つ
つ
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
業
展
開

を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
数
え
七
十
に
な
る
と
関
節
が
コ
キ
コ
キ
と
笑
い

出
し
て
、
満
六
十
九
で
体
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」。
古

希
を
迎
え
た
三
年
前
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
心
配
も
よ
そ

に
洒
落
を
飛
ば
し
、
そ
れ
か
ら
昨
年
ま
で
つ
つ
が
な

く
日
常
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
生

ま
れ
年
の
干
支
に
当
た
る
新
年
早
々
の
こ
と
、
思
い

も
よ
ら
な
い
病
気
で
入
院
手
術
を
体
験
致
し
ま
し

た
。

　

入
院
中
を
振
り
返
る
と
、
髪
が
伸
び
る
に
つ
れ
心

は
取
る
に
足
り
な
い
思
案
に
暮
れ
て
安
定
し
ま
せ

ん
。

　

お
釈
迦
さ
ま
は
「
貪
瞋
痴
の
煩
悩
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
自
ら
の
頭
を
剃
る
べ
し
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
禅
僧
は「
四
九
日
」に「
剃
除
鬚
髪
・
当
願
衆
生
・

永
離
煩
悩
・
究
竟
寂
滅
」
の
偈
文
を
唱
え
て
剃
髪
し

ま
す
。
煩
悩
を
離
れ
妄
想
を
断
ち
切
る
方
法
が
他
に

あ
ろ
う
か
、
つ
く
づ
く
思
い
な
が
ら
退
院
す
る
や
い

な
や
頭
を
剃
り
上
げ
て
す
っ
き
り
さ
せ
ま
し
た
。

　

顧
み
る
と
、
人
生
は
自
分
の
力
に
余
る
よ
う
な
困

難
に
遭
遇
し
て
、
と
き
に
は
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い

し
、
深
刻
な
苦
悩
に
も
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
入
院
中
の
心
境
も
同
様
に
、
誰
も
が
死
に
対

す
る
不
安
と
葛
藤
し
な
が
ら
、
も
っ
と
生
き
た
い
と

願
う
の
が
病
人
の
正
直
な
本
音
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
「
仏
さ
ま
の
慈
悲
の
中
に
摂
取
さ
れ
た
自

分
を
知
る
こ
と
。
仏
さ
ま
と
親
し
く
通
じ
て
直
観
を

頂
く
こ
と
」
と
、
肝
心
な
こ
と
は
仏
教
の
教
え
に
対

す
る
信
仰
心
の
自
覚
が
最
も
大
切
で
は
な
い
か
。
そ

う
考
え
る
と
、
仏
さ
ま
の
大
い
な
る
力
に
よ
っ
て
導

か
れ
る
自
己
の
安
心
が
可
能
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

入
院
先
の
六
階
病
棟
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
達
子

森
と
い
う
標
高
二
百
メ
ー
ト
ル
強
の
山
を
眺
め
な
が

ら
過
ご
し
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
平
地
に
遠
く
か
ら

も
見
え
る
た
め
、
古
く
か
ら
郷
土
を
象
徴
す
る
山
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
病
室
か
ら
見
渡
す
山
の

向
こ
う
に
自
坊
の
養
牛
寺
が
あ
る
の
で
始
終
眺
め
て

お
り
ま
し
た
。
冬
景
色
の
せ
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も

自
坊
を
心
配
す
る
せ
い
な
の
か
、
時
々
の
山
容
が
臥

牛
の
よ
う
に
見
え
た
の
が
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、三
月
二
十
八
日
に
通
常
所
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
五
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
審
議
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
鎮
静
化

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
中
止
さ
れ
て
い
た
全
事
業
が
再

開
さ
れ
る
よ
う
で
す
。袴
田
俊
英
宗
務
所
長
の
も
と
、

役
職
員
が
遺
憾
な
く
執
務
を
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
期

待
し
ま
す
。
特
に
過
疎
化
に
よ
る
寺
院
の
檀
家
減
少

対
策
は
、
今
後
の
必
須
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
難
題
に
秋
田
県
宗
務
所
が
真
摯
に
向
き
合
っ
て
頂

き
た
い
も
の
で
す
。
最
後
に
今
回
の
所
会
を
以
っ
て

教
区
長
は
任
期
満
了
と
な
り
勇
退
さ
れ
る
老
師
も
お

ら
れ
ま
す
。
茲
に
拙
い
議
長
を
無
事
務
め
さ
せ
て
頂

い
た
立
場
か
ら
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

剃て
い
じ
ょ除

鬚し
ゅ

髪ほ
つ

　
永よ

う

離り

煩ぼ
ん

悩の
う

所
会
議
長
　
藤
　
原
　
徳
　
義
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今
年
は
桜
も
早
く
過
ぎ
、
今
は
ツ
ツ
ジ
や
菖
蒲
の

花
が
咲
き
始
め
、
田
植
も
愈
々
と
云
う
好
時
節
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た

三
年
間
、
漸
く
落
ち
着
い
て
き
た
と
は
云
え
、
ま
だ

ま
だ
先
行
き
は
安
心
で
き
る
情
勢
で
は
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
と
は
云
え
、
三
期
十
二
年
間
務
め
さ

せ
て
戴
い
た
教
区
長
の
任
期
も
残
り
一
ヶ
月
と
な

り
、
無
事
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来
れ
ば
誠
に
有
難

く
感
謝
申
し
上
げ
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

七
十
歳
を
過
ぎ
、
年
内
に
は
後
期
高
齢
者
の
仲
間

入
り
を
果
た
す
歳
を
迎
え
、
些
か
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
平
成
六
年
御
就
任
の
前
教
区
長
老
師
の
御
推
挽

に
よ
り
、
教
区
会
計
を
拝
命
し
て
か
ら
現
在
ま
で

二
十
九
年
近
く
教
区
事
務
を
担
当
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
浅
学
非
才
を
も
顧
み
ず
務
め
て
こ
れ
た
の
も
、

教
区
外
諸
老
師
の
御
理
解
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
っ

た
と
今
更
な
が
ら
感
謝
の
念
を
深
く
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
足
腰
の
衰
え
を
自
覚
し
始
め
、
記
憶
力
の

不
確
か
さ
も
周
り
に
指
摘
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
我
等

が
世
代
、
勝
手
に
名
付
け
ら
れ
た
「
団
塊
の
世
代
」。

堺
屋
太
一
氏
に
文
句
は
無
い
け
れ
ど
、
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
共
に
社
会
に
お
け
る
立
場
も
微
妙
に
変
遷

し
つ
つ
あ
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
何
事
に
お
い
て
も

人
数
が
多
く
、
常
に
競
争
の
真
っ
只
中
と
云
う
認
識

で
し
た
が
意
外
と
団
結
力
は
強
く
、
心
強
い
仲
間
意

識
を
共
有
し
て
お
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
復
興
の
槌
音
の
中
、
希
望
の
星
（
？
）
と
し

て
此
の
世
に
命
を
授
か
り
、「
金
の
卵
」
と
云
わ
れ

た
集
団
就
職
の
仲
間
を
見
送
っ
た
秋
田
駅
で
の
夜
行

列
車
、
高
校
大
学
受
験
と
高
い
倍
率
を
乗
り
切
り
、

社
会
に
出
て
は
「
モ
ー
レ
ツ
社
員
」
時
代
に
突
入
し
、

毎
年
一
万
円
ず
つ
給
料
が
増
え
る
と
云
う
不
思
議
な

時
代
の
中
、
子
供
達
は
祖
父
母
・
母
子
家
庭
と
云
わ

れ
る
程
、
仕
事
の
充
実
感
と
し
て
は
手
応
え
の
あ
る

時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
他
方
で
年
々
歳
々
少
子
化
に

伴
い
年
金
受
給
世
代
の
割
合
の
増
大
に
よ
り
、
有
難

迷
惑
の
世
代
に
は
な
り
た
く
な
い
と
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
出
来
る
事
は
何
な
の
か
、
愚
の
如
く
魯

の
如
く
護
り
育
て
な
が
ら
世
間
を
構
成
す
る
一
個
人

と
し
て
、
又
檀
信
徒
の
心
に
寄
り
添
え
る
菩
提
寺
の

住
職
と
し
て
益
々
の
弁
道
精
進
を
心
胆
深
く
決
意

し
、
実
践
し
て
ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
足
下
の
現
実
と
し
て
は
、
墓
仕
舞

い
の
御
相
談
や
境
内
合
葬
墓
の
希
望
者
の
増
加
傾
向

に
伴
い
、
永
代
供
養
に
到
る
前
に
、
遠
方
で
あ
っ
て

も
、
お
墓
参
り
に
合
わ
せ
て
年
回
法
要
を
営
ん
で
戴

く
方
策
等
を
共
に
考
え
、
御
先
祖
様
に
対
す
る
敬
仰

と
御
供
養
の
心
を
保
養
し
て
戴
き
た
い
と
、
お
話
し

し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
〳
〵
コ
ロ
ナ
が
心
配
で
す
。

何
卒
御
自
愛
下
さ
い
。
合
掌

「
団
塊
の
世
代
」
と
謂
わ
れ
て

所
会
副
議
長
　
嵯
　
峨
　
義
　
房
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令和５年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
令和５年 事　　業 開催場所 備　　考

４月 25 日 寺族会総会 宗務所

５月
1 日 布教委員会・布教協議会 宗務所

23 ～ 26 日 梅花流全国奉詠大会 東京
所報第 135 号発行 予算報告　他

６月

1 日 婦人会総会 宗務所
5 ～ 10 日 梅花特派巡回 管内 16 教場 特派師範３名

21 日 臨時所会 秋田キャッスル 教区長承認　他

21 日 太祖瑩山紹瑾禅師七百回大遠忌予修
法要及び管区集会 秋田キャッスル

護持会総会 書面総会

７月

3 日 監査会 宗務所
10 ～ 15 日 特派布教巡回 管内 17 教場 特派布教師３名

26 日 通常所会 宗務所 決算
禅の集い 管内寺院

８月 9 ～ 18 日 宗務所休務 盆休み
29 日 宗務所長杯野球大会

９月 15 日
梅花検定会 ( 中央・県南地区）　四級
師範・三級詠範・二級教範まで受検
可
所報 136 号発行 決算報告　他

10 月

3 ～４日 現職研修会 宗務所 オンライン併用

20 日 梅花流全県大会 能代文化会館

24 ～ 27 日 本山研修会 永平寺

11 月

1 日 宗務所寺族集会・研修会 宗務所

7 日 梅花検定会 ( 県北地区）　四級師範・
三級詠範・二級教範まで受検可

17 日 禅センター設立集会 併　大遠忌予修法要 秋田キャッスル
12 月 25 日～１月８日 宗務所休務

令和６年

１月 所報 137 号発行
25 日 宗務所梅花講役員会 宗務所

２月 29 日 諮問委員会・災害対策委員会 宗務所

３月
6 日 宗務所梅花講講長会 宗務所
25 日 徒弟研修会 宗務所
28 日 通常所会 宗務所 予算
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
令和５年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

№ 令　和 月　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考
1 5 年 ４月７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

2 ５月11日（木） 10 時 30 分 梅花部 講師等研修会

3 ５月12日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

4 ６月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

5 ６月27日（火）
10 時 30 分

布教部
写　経　会  

13 時 00 分 仏教講座①

6 ７月７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

7 ７月20日（木） 14 時 00 分 研修部 研修会①

8 ９月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

9 ９月４日（月）
10 時 30 分

布教部
写　経　会  

13 時 00 分 仏教講座②

10 ９月21日（木） 9 時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修

11 10月６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

12 11月６日（月） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

13 11月17日（金） 13 時 00 分 禅を聞く会（設立集会併催）

14 11月29日（水） 14 時 00 分 研修部 研修会②

15 12月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

16 12月11日（月）
10 時 30 分

布教部
写　経　会

13 時 00 分 仏教講座③

17 6 年 ２月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）

18 ２月６日（火） 14 時 00 分 研修部 研修会③

19 ３月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時 30 分）
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令和５年度曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
� （単位：円）

項　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 増　　　　減
歳　入　合　計 59,000,000 60,000,000 1,000,000
歳　出　合　計 59,000,000 60,000,000 1,000,000
差　引　残　額 0 0 0

歳入の部
項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考

１　賦　課　金 36,543,340 40,918,960 4,375,620

1. 寺 格 割 1,844,000 1,844,000 0 格地＠ 10,000 × 24　法地＠ 5,000 × 318
准法地＠ 2,000 × 7　（全寺院数 349 ヶ寺）

2. 級 階 割 31,042,340 35,476,960 4,434,620 443,462 点× 80 円
（前年度県内寺院級階点数の合計）

3. 教 師 割 3,657,000 3,598,000 △ 59,000

大 教 師＠ 42,000 ×１名
権大教師＠ 30,000 × 67 名
正 教 師＠ 6,000 × 150 名
一等教師＠ 3,000 × 124 名
二等教師＠ 2,000 × 137 名（R5.1.17 現在）

2　手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1. 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各申請手数料　宗務所義財　梅花義財
（令和３年実績 2,189,480）

3　補　助　金 900,000 1,000,000 100,000

1. 補 助 金 900,000 1,000,000 100,000

本庁事業補助　事務補助
徒弟研修会補助
梅花補助教化補助
現職研修会補助
管区事務補助金・事務手当　他

4　諸　収　入 2,000,000 1,760,000 △ 240,000

1. 諸 収 入 2,000,000 1,760,000 △ 240,000
現職研修会受講料＠ 5,000 × 120 名
梅花検定料＠ 3,000 × 50 名
梅花奉詠大会参加料＠ 2,000 × 500 名
預貯金受取利息　他

5　繰　越　金 17,556,660 14,321,040 △ 3,235,620

1. 繰 越 金 17,556,660 14,321,040 △ 3,235,620 前年度繰越金
歳　入　合　計 59,000,000 60,000,000 1,000,000
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
1　人　件　費 19,100,000 18,540,000 △ 560,000

1. 役職員手当 5,460,000 5,040,000 △ 420,000 ６名× 12 ヶ月×＠ 70,000
2. 書記手当 1,820,000 1,680,000 △ 140,000 ２名× 12 ヶ月×＠ 70,000
3. 傭 人 費 200,000 200,000 0

4. 旅　 費 4,500,000 4,500,000 0 管区宗連　教化センター　本庁　管区事業
各種講演会　本山研修会　他

5. 費用弁償 6,000,000 6,000,000 0
所長 8,000　副所長 4,000
教化 3,000　庶務 7,000
梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 ８名×２×＠ 70,000
2　事　務　費 4,700,000 4,700,000 0

1. 備 品 費 500,000 500,000 0 書籍　事務機器更新他

2. 通 信 費 1,200,000 1,200,000 0 電話料　郵便料　配送料　他
（令和３年実績 1,145,487）

3. 印 刷 費 400,000 400,000 0 封筒　賞状
4. 消耗品費 500,000 500,000 0 雑貨　事務用品　他

5. リ−ス料 1,000,000 1,000,000 0
AED リース料
コピー機　電話機　OA 機器リース料　
フレッツジャパン月額　他

（令和３年実績 797,613）
6. 広 報 費 1,100,000 1,100,000 0 宗務所所報３回発行

3　管　理　費 2,700,000 2,700,000 0

1. 維 持 費 800,000 800,000 0 保険料　清掃費　浄化槽管理料
警備保障　他　（令和３年実績 727,705）

2. 地　 代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代
3. 営 繕 費 800,000 800,000 0 修繕費　他
4. 光 熱 費 800,000 800,000 0 電気・ガス・水道・灯油　他

4　会　議　費 1,500,000 1,500,000 0

1. 所　 会 1,300,000 1,300,000 0 通常所会２回　臨時所会１回

2. 委 員 会 200,000 200,000 0 監査会１回
諮問委員会・災害対策協議会１回

5　事　業　費 9,350,000 9,650,000 300,000

1. 事 業 費 2,000,000 2,300,000 300,000

現職研修 1,200,000
本山研修 400,000
徒弟研修会 200,000
管区人権研修会 300,000
所長杯 150,000　他

2. 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 0
布教特派事業（教場補助他 650,000）
宗務所布教師日当＠ 5,000 × 30 回
管内教場補助＠ 5,000 × 30 教場　他

3. 梅 花 費 5,000,000 5,000,000 0

梅花特派巡回事業（教場補助他 650,000）
梅花全県大会 2,100,000
役員会・講長会 300,000
検定会 800,000
師範・詠範の会補助 700,000
師範・詠範の会一泊研修会補助 100,000
梅花養成所 200,000  他

4. 教 化 費 650,000 650,000 0 布教委員会・布教協議会（年１回）
各種研修会　他

歳出の部
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
5. 慰 問 費 100,000 100,000 0 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料　他
6.�人権擁護
推進費 600,000 600,000 0 全国人権研修会　書籍　資料　他

6　禅センター事業費 2,550,000 2,550,000 0

1. 会 議 費 200,000 200,000 0 各会議費　各委員会費
2. 布教部費 600,000 600,000 0 仏教講座　写経会
3. 研修部費 600,000 600,000 0 各種研修会
4. 梅花部費 450,000 450,000 0 梅花流講習会
5. 運 用 費 700,000 700,000 0 備品　禅を聞く会　他

7　補　助　費 6,809,000 8,059,000 1,250,000

1. 事務補助 3,650,000 4,100,000 450,000 所費の 10% 各教区へ
2. 事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金

3.所護持会補助 200,000 1,000,000 800,000 宗務所護持会へ 700,000
管区集会補助 300,000

4. 禅の集い 800,000 800,000 0 教区寺院開催補助金

5. 教化団補助 1,810,000 1,810,000 0
保護司 200,000　曹青会 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　尼僧団 100,000
教誨師 60,000

8　表　彰　費 200,000 200,000 0

1. 表 彰 費 200,000 200,000 0 住職勤続表彰　寺族表彰
9　慶　弔　費 2,500,000 2,500,000 0

1. 慶 弔 費 400,000 400,000 0 結制・落慶・本葬　他
2. 本山慶弔費 100,000 100,000 0 両本山慶弔会　他

3. 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 0 管内寺院住職・東堂・副住職 100,000
寺族 50,000

10　負　担　金 540,950 540,950 0

1. 全国所長会 157,050 157,050 0
349 ヶ寺×＠ 450

（全国所長会災害援護金　349 ヶ寺×
＠ 100 を含む）

2. 布教助成費 209,400 209,400 0 349 ヶ寺×＠ 600
3. 管 区 費 174,500 174,500 0 349 ヶ寺×＠ 500

11　交　際　費 400,000 400,000 0

1. 交 際 費 400,000 400,000 0
12　食　糧　費 1,300,000 1,300,000 0

1. 所会食糧費 700,000 700,000 0 通常所会２回　臨時所会１回

2.委員会食糧費 50,000 50,000 0 監査会１回
諮問委員会・災害対策委員会１回

3. 所内食糧費 550,000 550,000 0
13　財政調整費 6,750,050 6,760,050 10,000

1. 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0 寺院火災見舞金　１ヶ寺分

2. 記念品代 2,300,000 760,000 △ 1,540,000
教区長退任記念品代 200,000
役職員退任記念品代 560,000

（224 万円を４年間分割で積立計上）
3. 財政調整金 1,450,050 3,000,050 1,550,000 設備費・災害対策協議会援護金　他
4.基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0
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項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　　　　　　　　　　考
14　選　挙　費 150,000 150,000 0

1. 副 貫 首 50,000 50,000 0
2. 宗務所長 50,000 50,000 0
3. 宗会議員 50,000 50,000 0

15　雑　　　費 150,000 150,000 0

1. 雑　 費 150,000 150,000 0 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
16　予　備　費 300,000 300,000 0

1. 予 備 費 300,000 300,000 0
歳　出　合　計 59,000,000 60,000,000 1,000,000

令和５年度宗務所基本金積立会計について
（将来の宗務所改築のための積立）

○　 令和4年度分は、上記のように積み立てしております。

○　令和5年度の予算案には1,000,000で計上しています。
○　 令和4年度の歳入歳出決算時の剰余金処分の状況で繰入金を増額する場合も御座います。

令和4年度　基本金積立会計

令和5年度　基本金積立会計案

積立累積金 28,563,057
一般会計繰入金 4,000,000

利　息 522 0.002%
計 32,563,579

積立累積金 32,563,579
一般会計繰入金 1,000,000

利　息 651 0.002%
計 33,564,230
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予
算
・
歳
出
に
関
し
て
質
疑

　
尾
久
第
15
教
区
長

　

歳
出
の
部
、
財
政
調
整
金
に
つ
い

て
、
①
の
災
害
見
舞
金
は
今
回
不
幸

に
も
火
災
に
見
舞
わ
れ
た
寺
院
様

へ
、
こ
こ
か
ら
歳
出
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
。
宗
務
所
条
例
で
も
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
火
災

は
な
い
方
が
良
い
の
は
当
然
で
す

が
、
十
年
・
二
十
年
に
一
回
あ
る
か

否
か
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
性
質
の
も
の
を
、
一
般
の
会

計
か
ら
処
理
し
て
い
る
こ
と
が
疑
問

で
す
。
別
会
計
の
よ
う
な
形
に
し
て

そ
こ
か
ら
支
出
す
る
方
が
、
一
般
的

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
二
百
万
円
と
い
う
金
額
に
つ

い
て
も
、
検
討
し
て
い
た
だ
け
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
災
害

に
は
県
内
全
寺
院
か
ら
、
幾
ら
か
で

も
負
担
し
て
い
た
だ
き
集
め
る
方
法

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

②
の
財
政
調
整
金
は
、
予
算
を
執

行
す
る
側
に
は
、
便
利
な
項
目
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
無
駄
な
項
目
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
手
元
の
過
去

の
資
料
か
ら
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、

８
年
間
で
こ
の
項
目
で
の
執
行
率
は

12
％
。
執
行
さ
れ
た
の
は
暖
房
設
備

の
改
修
、
冷
房
設
備
の
改
修
、
あ
と

は
地
震
な
ど
へ
の
お
見
舞
金
で
し

た
。
こ
れ
だ
け
の
額
を
毎
年
の
一
般

会
計
に
お
く
こ
と
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。
所
長
さ
ん
が
コ
ン
パ
ク

ト
な
予
算
を
と
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
検
討
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後
の

予
算
所
会
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
提
案
致
し
ま
す
。

　
高
橋
16
教
区
長

　

こ
の
件
に
関
し
て
、
今
ご
意
見
を

伺
う
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
大
人

数
で
ま
と
ま
ら
な
い
な
ら
、
小
委
員

会
の
よ
う
な
形
で
意
見
を
聞
い
て
進

め
る
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
袴
田
所
長

　

財
政
調
整
金
に
つ
い
て
は
、
行
政

に
関
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
の
ご
意
見

で
、
こ
の
項
目
が
で
き
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
使
い
方
と
な
る
と
、
私
も

庶
務
を
経
験
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ

は
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
良
い
か
困
っ

て
い
る
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

度
の
ご
意
見
は
大
変
あ
り
が
た
く
、

こ
の
項
目
は
も
う
少
し
や
り
方
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
宗

務
所
と
し
て
も
原
案
を
考
え
ま
す
。

ま
た
、
提
案
い
た
だ
き
、
所
会
と
な

る
か
小
委
員
会
と
な
る
か
は
、
ご
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
藤
原
議
長

　

予
算
作
成
の
根
幹
に
関
わ
り
ま

す
。
資
料
を
整
え
、
今
後
大
い
に
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
宗
務
所
よ
り
原
案
の
提
示
と

討
議
し
て
い
く
方
法
の
提
起
を
お
願

い
し
ま
す
。

曹洞宗東北管区 令和５年度 事業計画
令和５年 担　当 事　　　業 開催場所 備考

５月 18 日 管区 管区集会打ち合わせ会 秋田市
５月 29 日 管区 東北管区会計監査 福島市
５月 29 日～ 30 日 福島 東北管区宗務所役職員連絡協議会 福島市
６月 21 日～ 22 日 秋田 管区集会（併　太祖大師大遠忌予修法要） 秋田キャッスル
７月 20 日 センター 教化フォーラム モントレ仙台

７月 26 日 センター 東北管区教化指導員研修会 福祉大仙台駅東口
キャンパス

７月 27 日 センター 布教師特設検定 福祉大仙台駅東口
キャンパス

８月 29 日 岩手 東北管区婦人会研修会 モントレ仙台
９月 15 日 センター 教化フォーラム モントレ仙台
９月 27 日～ 28 日 秋田 東北管区役職員人権啓発研修会 秋田県大館市
10 月 2 日 センター 教化ｾﾝﾀｰ教化活動推進 / 企画委員会 オンライン
11 月 28 日～ 29 日 センター 東北管区布教講習会 仙台市
12 月 20 日～ 21 日 管区 東北管区宗議・宗務所役職員連絡協議会 モントレ仙台

令和６年
１月 31 日～ 1 日 管区 東北管区人権主事連絡協議会 仙台市
２月 28 日　午前 管区 東北管区寺族会役員会・監査会 仙台市
２月 28 日　午後 管区 東北管区所長会 仙台市
２月 28 日～ 29 日 センター 教化ｾﾝﾀｰ教化活動推進 / 企画委員会 モントレ仙台
３月 宗務庁 全国所長会理事会 東京「宗務庁」
３月 宗務庁 全国所長会・実務担当者会議 東京「宗務庁」
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◎
梅
花
講
役
員
会　
　

１
月
23
日

　
　

宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
に
て

 
参
加
者　

12
名

�

◎
梅
花
流
講
習
会　
　
　

２
月
３
日

　

講
師　

倫
勝
寺 

山
田 

卓
爾 

師
範

　
　
　
　

福
寿
寺 

奥
山 

一
英 

師
範

 

参
加
者　

７
名

◎　
　

同　
　
　
　
　
　

３
月
３
日

　

講
師 

普
門
院 

本
間 

雅
憲 

師
範

　
　
　

 

松
庵
寺 

渡
邊 

英
心 

師
範

 

参
加
者　

12
名

修
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
細
な
内

容
の
も
の
で
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま

し
た
。
今
回
は
「
大
般
若
・
施
食
会
・
授

戒
会
」
の
語
録
の
勉
強
で
し
た
。

�　

研
修
は
と
て
も
具
体
的
で
、
歴
史
的
な

事
情
も
詳
し
く
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

大
般
若
の
転
読
に
関
し
て
、
今
の
作
法
は

◎
研
修
部
研
修
会　
　

２
月
10
日

「
實
苗
義
産
和
尚
語
録
を
よ
む
（
３
）」

　
　

大
般
若
・
施
食
会
・
授
戒
会

�

研
修
会
に
参
加
し
て

�

太
寧
寺
徒
弟
　
伊
藤
　
裕
道

　

本
研
修
に
初
参
加
の
今
回
は
、
直
接
宗

務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
で
参
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
事
前
に
第
一
・
二
回
の
研

折
本
経
典
が
で
き
た
江
戸
時
代
よ
り
で
、

そ
れ
以
前
は
、
資
料
画
像
の
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
「
梁
の
時
代
（
折

本
経
典
の
な
い
時
）
の
転
読
は
、
歌
詠
す

る
こ
と
。
う
た
い
あ
げ
る
こ
と
。
声
の
調�

子
を
転
じ
て
お
経
の
文
言
を
読
ん
で
い
く

こ
と
。」
だ
っ
た
と
解
説
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
初
め
て
伺
い
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

義
産
様
が
戒
師
と
な
っ
て
耕
田
寺
様
で
お

授
戒
が
天
保
三
年
に
あ
り
、
そ
の
と
き
義

産
様
よ
り
天
徳
寺
様
の
十
六
羅
漢
の
掛
け

軸
か
ら
、
耕
田
寺
様
が
こ
の
二
幅
を
い
た

だ
い
た
旨
が
、
外
箱
裏
書
き
に
記
載
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
実
際
に
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
題
の
内
容
か
ら
離
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
研
修
の
様
子
が
伝
わ

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

義
産
様
が
ど
の
よ
う
な
法
を
説
い
た
の

か
、
今
後
の
講
義
で
さ
ら
に
研
鑽
を
深
め

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研

修
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
参
加
者　

18
名

　
　
　

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

◎
諮
問
委
員
会　
　
　
　
　

２
月
20
日

◎
災
害
対
策
委
員
会　
　
　

２
月
20
日

◎
禅
セ
ン
タ
ー
部
長
会
議　

３
月
10
日

　
　

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て

 

参
加
者　

12
名

事
業
報
告
（
宗
務
所
だ
よ
り
）

講師　龍泉寺佐藤俊晃老師

無着道忠著
禅林象器箋より

耕田寺様から
お借りした掛け軸
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◎
梅
花
講
講
長
会　
　

２
月
16
日

 

参
加
者　

24
名

◎
師
範
・
詠
範
の
会
総
会　
　

３
月
15
日

　
　

宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
に
て

�
�

◎
寺
族
会
総
会　
　

４
月
25
日

　
　

宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
に
て

 

参
加
者　

約
60
名

�

宗務所梅花講講長会師範・詠範の会総会

総会開会法要

伊藤令子会長挨拶

総会議事の様子総会議事の様子

選出された岩舘香央里議長

袴田俊英所長挨拶
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五
庵
山
抄

今
後
の
僧
侶
の
あ
り
方
に
つ
い
て

�

正
福
寺
住
職
　
伊
　
藤
　
正
　
法

　
家
族
葬
、
寺
離
れ
、
墓
じ
ま
い
…
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス(

以
降
コ
ロ
ナ
と
呼
称)

の
感
染
拡
大
を
受
け
、
宗
門
を
取
り
巻
く

環
境
が
劇
的
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
段
階
的
な
日
本
国
内
の
人
口
減
少
を
契

機
に
、
様
々
な
伝
統
的
な
慣
習
が
変
化
す

る
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
コ
ロ
ナ
と
い
う
未
曾
有
の
出

来
事
を
受
け
、
一
足
飛
び
に
構
造
変
化
が

起
こ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
は
想
定
外
で

あ
っ
た
と
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
述
し
た
通
り
、
急
激
な
社
会
的
構
造

変
化
を
受
け
、
寺
院
ひ
い
て
は
僧
侶
に
求

め
ら
れ
る
も
の
も
変
わ
っ
て
来
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『
教
会
は
結
婚
式
、
神
社
は
お
宮
参
り
初
詣
、

�

寺
院
は
お
葬
式
。』

　
旧
態
依
然
は
そ
れ
ぞ
れ
棲
み
分
け
が
な

さ
れ
、
結
果
的
に
そ
れ
で
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
近
年
、
コ
ロ
ナ
が
日
本
を
席
巻

し
て
か
ら
、
宗
教
的
な
行
事
や
儀
式
の
回

数
の
減
少
に
伴
い
、
僧
侶
の
出
番
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
変
化
を
考

え
る
と
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
を
受
け
私
達
僧
侶
は
、
何
が
出
来

る
か
と
そ
の
都
度
柔
軟
に
自
問
自
答
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
都
市
部
な

ら
都
市
部
、
地
方
な
ら
地
方
と
地
域
に

よ
っ
て
考
え
方
や
価
値
観
は
確
か
に
違
い

ま
す
。
た
だ
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、

僧
侶
と
し
て
人
々
と
ど
れ
だ
け
共
に
道
を

歩
め
る
か
と
い
う
点
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
地
域
や
環
境
は
違
え
ど
も
、
基
本

に
な
る
の
は
人
と
人
の
や
り
取
り
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

ど
れ
だ
け
相
手
の
立
場
に
寄
り
添
い
、
苦

難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
か
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
更
な
る
少
産
多
死
の
進
行
を
踏

ま
え
、
葬
送
儀
礼
を
執
行
す
る
だ
け
の
存

在
で
は
な
く
、
一
歩
先
ん
じ
て
特
別
な
存

在
に
な
る
こ
と
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
、
日
々
様
々
な
事
柄
に
注
意

を
払
い
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、
注
意
深
く
観

察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

身
を
切
る
改
革

�

満
勝
寺
　
佐
々
木
　
正
　
悦

　
全
国
統
一
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
秋
田
県

議
会
選
挙
も
あ
っ
た
。
定
数
43
名
が
41
名

と
な
り
、熾
烈
な
選
挙
戦
だ
っ
た
。
さ
て
、

秋
田
県
の
予
算
額
は
約
５
，
８
０
０
億

円
。
こ
の
金
額
を
41
名
の
議
員
が
審
議
す

る
。
一
方
我
が
宗
門
は
ど
う
か
。
我
が
宗

門
の
予
算
額
は
約
50
億
円
で
あ
る
。
秋
田

県
予
算
の
百
分
の
一
以
下
で
あ
る
。
し
か

る
に
宗
議
会
議
員
の
議
員
数
は
72
名
。
単

純
に
比
較
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、
議
員

は
多
す
ぎ
る
と
思
う
。
昭
和
54
年
施
行
さ

れ
た
現
選
挙
法
は
44
年
変
わ
っ
て
い
な
い

（
平
成
30
年
に
連
記
制
か
ら
単
記
制
に
一

部
改
正
さ
れ
た
）。
あ
の
施
行
さ
れ
た
昭

和
の
良
き
時
代
と
は
違
う
。
今
や
宗
門
の

存
亡
は
厳
し
い
状
況
に
立
っ
て
い
る
。
構

造
改
革
や
ら
、
経
費
削
減
や
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う

だ
が
、
先
ず
は
議
員
の
定
数
に
メ
ス
を
入

れ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。そ
し
て
永
平
寺
系
、

総
持
寺
系
と
分
け
て
同
数
に
す
る
系
別
制

度
。
こ
れ
は
今
の
時
代
に
必
要
な
の
か
。

私
に
は
時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
く
感
ず
る
。

深
く
思
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

反
対
勢
力
も
な
け
れ
ば
与
党
も
野
党
も
な

い
、
仲
良
し
ク
ラ
ブ
み
た
い
な
こ
と
を
続

け
て
い
る
と
宗
門
は
成
り
立
た
な
く
な
る

の
で
は
。
44
年
も
変
わ
ら
ぬ
こ
ん
な
時
代

遅
れ
の
選
挙
法
で
い
い
わ
け
が
な
い
。「
選

挙
が
変
わ
れ
ば
政
治
は
変
わ
る
」
と
言
う

言
葉
が
あ
る
。
政
治
が
変
わ
れ
ば
宗
門
の

進
む
べ
き
道
も
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

選
挙
法
を
改
正
す
る
の
は
現
在
の
選
良
の

皆
さ
ん
で
あ
る
。
一
念
発
起
し
て
身
を
切

る
覚
悟
で
改
革
し
て
頂
き
た
い
。

映
画
『
ひ
ま
わ
り
』
を
み
て

�

福
城
寺
副
住
職
　
佐
々
木
　
耕
　
志

　

イ
タ
リ
ア
映
画
『
ひ
ま
わ
り
』
は

一
九
七
〇(

昭
和
四
十
五)

年
公
開
の
名

作
で
す
。
舞
台
は
第
二
次
世
界
大
戦
期
。

─
第
七
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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夫
・
ア
ン
ト
ニ
オ
を
戦
場
に
行
か
せ
な
い

為
、
妻
・
ジ
ョ
バ
ン
ナ
は
狂
言
芝
居
ま
で

打
ち
ま
す
が
、
夫
は
結
局
ロ
シ
ア
戦
線
に

送
ら
れ
ま
す
。
終
戦
後
も
消
息
が
判
然
と

し
な
い
夫
を
捜
し
に
、妻
は
ソ
連
を
訪
れ
、

忍
耐
強
く
調
べ
て
回
り
ま
す
。
つ
い
に
捜

し
当
て
る
と
、
彼
は
新
し
い
妻
と
娘
と
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
夫
は
厳
冬
の

戦
地
を
敗
走
し
て
い
く
途
中
、
力
尽
き
て

行
き
倒
れ
、
献
身
的
に
看
護
し
て
く
れ
た

彼
女
と
、
新
し
い
家
庭
を
持
っ
て
い
た
の

で
す
。
イ
タ
リ
ア
に
戻
っ
た
ジ
ョ
バ
ン
ナ

は
、
一
度
は
自
暴
自
棄
に
な
り
な
が
ら
も

新
た
な
出
会
い
を
得
、
息
子
を
授
か
り
ま

す
。
そ
こ
へ
今
度
は
ア
ン
ト
ニ
オ
が
ソ
連

か
ら
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
も
う
一
度
や
り

直
そ
う
と
懇
願
す
る
彼
に
心
は
揺
れ
動
き

ま
す
が
、
息
子
の
泣
き
声
で
我
に
返
り
ま

す
。
最
早
お
互
い
の
家
庭
を
壊
す
事
は
出

来
ま
せ
ん
。
ア
ン
ト
ニ
オ
が
旅
立
つ
駅
の

ホ
ー
ム
は
、
か
つ
て
彼
が
出
征
し
た
時
と

同
じ
場
所
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
人
が
こ
の
映
画
を
愛

す
る
理
由
の
一
つ
に
、
先
の
大
戦
で
の
苦

難
の
歴
史
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
九
四
五(

昭
和
二
十)

年
八
月
九

日
、
ソ
連
は
日
本
と
の
中
立
条
約
を
一
方

的
に
破
っ
て
満
州
に
侵
攻
し
て
き
ま
し

た
。
ソ
連
兵
に
よ
る
日
本
人
居
留
民
へ
の

残
虐
行
為
は
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り
、
ま
た

武
装
解
除
し
た
数
十
万
の
日
本
兵
を
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
し
て
過
酷
な
労
働
に
従
事
さ

せ
、
少
な
く
と
も
六
万
人
以
上
を
死
亡
さ

せ
ま
し
た
。
今
回
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
蹂
躙

す
る
ロ
シ
ア
軍
と
、
多
く
の
残
虐
行
為
の

報
道
を
目
に
す
る
た
び
、
歴
史
が
繰
り
返

し
て
い
る
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
侵
攻
か
ら
一
年
余
り
。
現
在
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
、
他
国
が
徐
々
に
関
心
を
薄
れ
さ

せ
る
中
、
必
死
に
ロ
シ
ア
に
立
ち
向
か
っ

て
い
ま
す
。《
祖
国
防
衛
戦
争
》
の
様
相

を
呈
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
見
て
、
通
り
一

遍
に
〝
全
て
の
戦
争
は
悪
〟〝
善
悪
二
元

論
は
良
く
な
い
〟と
い
え
る
の
か
？〝
ど
っ

ち
も
ど
っ
ち
論
〟
を
唱
え
、
高
み
の
見
物

を
決
め
込
む
態
度
は
許
さ
れ
る
の
か
？
―

―
映
画
『
ひ
ま
わ
り
』
を
観
返
し
て
、
そ

ん
な
事
を
考
え
ま
し
た
。

月日 行　　　　　　　　程 食事

10
／
24
(火 )

8:00 〜 10:30 頃　　　　　　　　　12:50 頃
各地 ＝ 象潟道の駅 ＝ 遊佐比子 IC ＝ 鶴岡 IC ＝ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17:30 頃
　　　　　　　 ＝ 朝日まほろば IC ＝ 燕三条 IC ＝ 弥彦温泉（みのや）泊

×
昼
夕

10
／
25
(水 )

8:00　　　　　　　　　　　　　　　　　  12:40 頃
弥彦 ＝ 西山 IC ＝ 長岡 JCT = 金沢東 IC ＝ 兼六園 ＝ 加賀金箔 ＝ 

　　　　　　　　　　　　　　  16:00 頃
　　　　 ＝ 福井北 IC ＝ 大本山永平寺（第 53 回檀信徒本山研修会開講式）

朝
昼
夕

10
／
26
(木 )

　　　　　　　　　　　　　9:00
永平寺（本山研修会閉講式）門前 ＝ 福井北 IC ＝ 金沢森本 IC ＝ 

　　　　　　　　　　　　　　12:15 頃　　　　　　　　16:00 頃
　　　　　 ＝ 羽咋 : 永光寺 ＝ 千里浜 ＝ 氷見 : 光禅寺 ＝ 和倉温泉（加賀里）泊

朝
昼
夕

10
／
27
(金 )

8:30　　　　　　　　　　　　　　　　11:30 頃
和倉 ＝ 七尾城山 IC ＝ 小矢部川 JCT ＝ 能生 ＝ 朝日まほろば IC ＝ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18:00 頃　18:30 〜 22:30 頃
　　　　　　　　 ＝ あつみ IC ＝ 遊佐比子 IC ＝ 道の駅象潟 ＝ 各地

朝
昼
×

第53回檀信徒本山研修会
１、期日　令和5年10月24〜 27日　　2、会場　大本山永平寺
３、会費　113,500円　（締切8月末日）

《大本山永平寺本山研修と加賀・能登和倉温泉:加賀屋》
日程表

※交通機関又は道路事情等により時刻･行程等が変更になる場合もあります。
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お
し
ら
せ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

お
し
ら
せ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
５
年
４
月
１
日
に
第
九
教
区
玉
鳳
院

柳
川
一
童
師
範
が
梅
花
流
特
派
師
範
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
梅
花
流
特
派
巡
回

　

巡
回
（
６
月
５
～
９
日
）
特
派
師
範

埼
玉
県�

長
泉
寺
住
職�

宇
田
川
宗
美
師
範

埼
玉
県�

壽
昌
寺
住
職�

長
塩�

寿
秀�

師
範

岩
手
県�

高
昌
院
住
職�

清
水�

昌
俊�

師
範

令
和
５
年
度
特
派
布
教
巡
回

　

巡
回
（
７
月
10
～
15
日
）
布
教
師

山
形
県�

松
林
寺
住
職�

三
部�

義
道�

宗
師

青
森
県�

昭
傳
寺
住
職�

市
川�

公
淳�

宗
師

青
森
県�

清
凉
寺
住
職�

柿
崎�

宏
隆�

宗
師

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎
寺
院
の
手
引
書
（
令
和
五
年
版
）
変
更
点

○
Ｐ
10　
「
得
度
」

・
申
請
時
の
注
意
事
項
に
追
加
の
記
載

○
Ｐ
18　
「
教
師
」

・�

教
師
資
格
の
取
得
条
件
の
表
に
変
更
・

追
加
点
あ
り

○
Ｐ
26　
「
寺
族
登
録
・
除
籍
・
死
亡
」

・�

登
録
事
項
変
更
→
氏
名
変
更
の
部
分
に

「
寺
族
改
名
届
」
の
追
加

○
Ｐ
31　
「
宗
教
法
人
と
寺
院
」

・�

不
活
動
宗
教
寺
院
お
よ
び
無
建
築
寺
院

に
つ
い
て
の
部
分
に
補
足

　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

○
Ｐ
35
「
後
任
候
補
者
・
副
住
職
」

・�
冒
頭
の
文
書
で
後
任
候
補
者
に
関
し
て

詳
し
く
記
載
変
更

○
Ｐ
38
「
責
任
役
員
・
干
与
者
」

・
全
体
的
に
追
記
あ
り
（
要
確
認
）

○
Ｐ
52
～
「
布
教
・
教
化
」

・�

前
回
と
比
べ
て
、
写
真
な
ど
内
容
に
変

更
あ
り

○
「
災
害
支
援
」

・�

前
回
の
手
引
書
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
削
除

　

以
上
が
お
お
ま
か
な
変
更
点
で
す
が
、

詳
し
い
文
言
の
変
更
等
に
つ
い
て
は
、
記

載
し
て
い
な
い
の
で
、
各
寺
院
で
一
度
目

を
通
し
て
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

主
に
予
算
所
会
の
ご
報
告
の
所
報
で
す
。
質
疑
の
内
容
を
一
部
記
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
少
し
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宗
務
所
会
計
の
仕
方
は
、
３
月
の
所
会
で
次
年
度
の
予
算
を
作
成
し
、
７
月
に

前
年
度
の
決
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
算
作
成
時
点
で
は
、
前
年
度
の
繰
越
金
が

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
推
定
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
７
月
の
決
算
で
剰
余

金
（
繰
越
金
）
が
確
定
し
ま
す
。
所
会
に
て
剰
余
金
処
分
の
採
決
を
経
て
、
当
年

度
予
算
の
繰
越
金
と
な
り
ま
す
。
予
算
作
成
時
の
繰
越
金
と
の
差
額
は
、
補
正
額

と
な
り
、
歳
出
の
必
要
な
項
目
に
仕
分
け
し
て
所
会
に
て
確
定
い
た
だ
き
ま
す
。

　

財
政
調
整
費
の
項
目
に
は
「
火
災
見
舞
金
（
２
百
万
円
」」「
記
念
品
代
：
教
区

長
及
び
宗
務
所
役
職
員
（
２
２
４
万
円
）
退
任
記
念
品
代
」「
財
政
調
整
金
」「
基

本
金
繰
出
金
：
将
来
の
宗
務
所
改
築
の
た
め
の
積
立
（
百
万
円
）」
で
す
。「
財
政

調
整
金
」
は
設
備
費
・
災
害
援
助
金
・
他
が
主
な
歳
出
目
的
で
す
。

　

所
会
質
疑
の
ご
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
歳
出
の
各
項
目
に
必
要
な
振
分
を
し
た

後
、
財
政
調
整
の
名
称
に
あ
る
「
調
整
の
意
」
を
持
っ
て
残
額
を
計
上
し
、
予
算

時
の
草
案
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
便
利
な
項
目
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

基
本
金
操
出
金
と
同
様
処
理
が
良
い
件
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
火
災
見
舞
金
の

準
備
方
法
、
教
区
長
・
所
員
の
退
任
時
の
歳
出
等
、
百
万
円
を
超
え
る
案
件
は
積

立
型
の
特
別
会
計
方
式
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
更
に
精
査

し
て
、
よ
り
良
い
会
計
方
式
を
模
索
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
所
会
構
成
す
る
教
区
長
任
期
満
了
改
選
の
年
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
沢
山
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
に
就
か
れ
る
再
任
・
新
任
の
教
区

長
様
に
、
何
卒
、
宗
務
所
事
業
へ
の
ご
支
援
ご
教
授
を
お
願
い
申
し
ま
す
。

�

（
佐
藤
徳
祐
記
）

編
集
後
記
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寺　

族

教
区
寺
番

寺
院
名

区
分

御
芳
名

年　

月　

日

享
年

16

178

大
慈
寺

寺
族
小
野
シ
ョ
ウ
令
和
４
年
５
月
21
日

88

9

345

法
輪
寺

寺
族
酒
井　

節
子
令
和
４
年
５
月
29
日

85

8

230

奠
蔵
院

寺
族
伊
藤　

郁
子
令
和
４
年
９
月
14
日

84

13

34

萬
境
寺

寺
族
栗
田　
　

正
令
和
４
年
11
月
６
日

99

5

156

信
翁
院

寺
族
髙
橋　

英
子
令
和
４
年
11
月
９
日

75

9

276

梅
林
寺

寺
族
木
村　

レ
イ
令
和
４
年
12
月
28
日

98

6

195

天
仙
寺

寺
族
福
田　

和
子
令
和
５
年
２
月
26
日

98

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

僧　

侶

教
区
寺
番

寺
院
名

区
分

御
芳
名

年　

月　

日

享
年

教
師

資
格

12

105

鷲
泉
寺

住
職
三
戸　

一
雄
令
和
４
年
４
月
５
日

82

正

7

248

普
洞
院

東
堂
宮
越　

靖
文
令
和
４
年
５
月
24
日

89

正

9

283

自
福
寺

住
職
小
西　

正
修
令
和
４
年
７
月
３
日

74

二
等

7

255

高
泉
寺

住
職
泉
田　

泰
雄
令
和
４
年
８
月
29
日

75

権
大

4

98

永
泉
寺

東
堂
佐
々
木
等
山
令
和
４
年
９
月
９
日

93

正

14

127

高
泉
寺

住
職
横
田　

恒
雄
令
和
４
年
10
月
９
日

94

二
等

4

101

興
昌
寺

東
堂
大
坂　

高
昭
令
和
４
年
10
月
26
日

88

権
大

16

188

圓
能
寺

東
堂
高
野　

廣
道
令
和
４
年
11
月
15
日

102

正

14

120

秀
泉
寺

東
堂
宮
本　

秀
孝
令
和
４
年
11
月
25
日

88

正

4

344

石
龍
寺

東
堂
工
藤　

義
英
令
和
４
年
12
月
22
日

94

二
等

13

35

瀧
川
寺

住
職
市
橋　

三
應
令
和
４
年
12
月
29
日

78

正

6

194

龍
昌
寺

住
職
小
田
嶋
道
雄
令
和
５
年
２
月
15
日

92

権
大

18

306

洞
雲
寺

住
職
嵩　
　

仁
芳
令
和
５
年
３
月
４
日

77

正

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す
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 第１回 	     6月 27日（火）    
	 	 時間／10時半～12時	……写	経
	 	 　　　13時		～		16時	……講	座
	 	 会場／曹洞宗秋田県宗務所・禅センター

 第2回 	     9月   4日（木）    
 第3回 	   12月 11日（月）    

    11月17（金）    
	 会場／秋田キャッスルホテル
	 講師／大雄山　最乗寺
	 　　　山主　増田友厚老師

同時開催

大本山總持寺開山瑩山禅師
700回大遠忌予修法要

    9月 21日(木)    

仏教講座

禅を聞く会

野外研修

申込み随時
受講料500円

申込み随時／受講料無料

受講無料

◇問い合わせ
曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
秋田市泉三嶽根15-18　TEL(018)868-6871
ホームページ	 http://soto-akita.com
E-mail	 info@soto-akita.com

4月7日（金） 5月12日（金）

6月2日（金） 7月7日（金）

9月1日（金） 10月6日（金）

11月6日（月） 12月1日（金）

2月2日（金） 3月1日（金）
講習時間／10時半～15時
会　　場／曹洞宗秋田県宗務所・
　　　　　禅センター

梅花流講習
入場無料

共に心を磨きましょう
普
段
聞
け
な
い
講
義
を

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う

県
内
の
寺
院
を
参
拝
し
ま
し
ょ
う

声
を
合
わ
せ
て
お
唱
え
し
ま
し
ょ
う

写
経
・
坐
禅
体
験
を
し
て

法
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う

第135号19（　）令和５年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



年 間 行 事 予 定
令和５年度（2023）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
水

31
月

31
木

30
土

30
日

30
火

管
区
宗
連
（
福
島
）
30
金

30
日

30
水

29
金

29
土
昭
和
の
日

29
月

29
木

29
土

29
火
野
球
大
会

管
区
婦
人
会

28
木

管
区
人
権
（
大
館
）

28
金

28
日

28
水

寺族研修旅
行（永平寺）

28
金
曹
青
研
修
会

28
月

27
水

27
木

27
土

27
火

写
経
会
・
仏
教
講
座
①

27
木
布
教
師
特
設
検
定

27
日

26
火

26
水
第
１
教
区
梅
花
練
習

26
金

全
国
梅
花
（
東
京
）

26
月

26
水
決
算
所
会
教
化
指
導
員
研
修
会

26
土

25
月

25
火
寺
族
総
会

25
木

25
日

25
火

25
金

24
日

24
月

24
水

24
土

24
月

24
木

23
土
秋
分
の
日

23
日

23
火

23
金

23
日

23
水

22
金

22
土

22
月

22
木

22
土

22
火

21
木
仏
教
講
座
・
野
外
研
修

21
金

21
日

第
18
教
区
玉
林
寺
本
葬
儀
21
水
管
区
集
会

21
金
寺
族
会

21
月

20
水

20
木

20
土

20
火

20
木
研
修
部
①

教
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
20
日

19
火

19
水

19
金
寺
族
会

19
月

19
水

19
土

18
月
敬
老
の
日

18
火

18
木
所内
会議
管
区
集
会
打
合
せ
会

18
日

第
５
教
区
最
禅
寺
晋

山
・
結
制

18
火

18
金

17
日

17
月

17
水

17
土

17
月
海
の
日

17
木
務

16
土

16
日

16
火

16
金

16
日

16
水

15
金
教
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

15
土

15
月

15
木

15
土

特
派
布
教

布
教
師
の
会
総
会

15
火
休

梅
花
検
定
会（
県
中・南
）

14
金

14
日

14
水

14
金

14
月

14
木
全
国
人
権
主
事
研
修

（
長
野
）

13
木
微
笑
会

13
土

13
火

13
木

13
日
所

13
水

12
水

12
金
梅
花
講
習

12
月

12
水

12
土

12
火

11
火

11
木
宗
務
所
講
師
等
研
修
会
11
日

11
火

11
金
務　
　
　
　
山
の
日

11
月

10
月

10
水
梅
花
養
成
所
（
初
級・上
級
）
10
土

特
派
梅
花

10
月

10
木

10
日
第
17
教
区
永
泉
寺
晋

山
・
結
制

9
日

9
火
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
9
金

9
日

9
水
宗

9
土

8
土

8
月

8
木

8
土

8
火

8
金

7
金
梅
花
講
習

7
日

7
水

7
金
梅
花
講
習

7
月

7
木
梅
花
養
成
所
（
研
修
）

6
木
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
6
土

6
火

6
木
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
6
日

6
水
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）

5
水
梅
花
養
成
所
（
初
級
・
上
級
）

5
金
こ
ど
も
の
日

5
月

5
水
梅
花
養
成
所
（
初
級・上
級
）
5
土

5
火

4
火

宗門
護持会

4
木
み
ど
り
の
日

4
日

4
火

4
金

4
月
写
経
会
・
仏
教
講
座
②

3
月

寺
族
会
監
査
・
総
務
部

3
水
憲
法
記
念
日

3
土

3
月
監
査
寺
族
会

3
木

3
日

2
日

2
火

2
金
梅
花
講
習

2
日

2
水

2
土

1
土

1
月
布
教
協
議
会

1
木
婦
人
会
総
会

1
土

1
火

1
金
梅
花
講
習

月/日

4

APR

月/日

5

MAY

月/日

6

JUN

月/日

7

JUL

月/日

8

AUG

月/日

9

SEP
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